
【別紙 2】

審 査 の 結 果 の 要 旨
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本研究は成体噛乳類脳 実質内にお ける神経前駆細胞 の 存在､ そ の分化能を明

ら かに するた め ､ 緑色蛍光タ ン パ ク質(G F P) を発現する レ トロ ウイ ル ス を用 い て

成体ラ ッ ト脳内の 新生細胞 を標識 し､
これ ら の標識細胞 の fat e を観察 したo

こ

れ らの 実験に より以 下 の結果が得 られ た｡

Ⅰ､ 成体 ラ ッ ト線条体 ･ 大脳皮質実質内 に存在す る神経前駆細胞 が 同定され た｡

こ れ らは既知 の側脳 室周囲 s u b v e ntri c ul a r z o n e ( S V Z) に 存在す る神経前駆細胞

. とは異な る性質 をも つ もの で あ っ た｡

2 ､ 実質内神経前駆細胞は ､ 損傷に応答 し､ 生体内で神経細胞 に分化 した｡

3 ､ 実質内神経前駆細胞 は ､ 培養条件下で ､ 自己複製髄 ･ 多分化能を示 し ､ 神経

幹細胞 の 定義を満たすも の で あ っ た｡

4 ､ 実質内神経前駆細胞 は､ 神経栄養因子投与 ､ 神経分化誘導因子 N e u r o g e ni n 2

の遺伝子導入 ､ 虚血脳損傷に対 し､ 異なる応答性 を示 した ｡

以上 ､ 本論文 で は今ま で知 られ て い な か っ た 部位 ､ 成体脳 の 線条体 ･ 大脳 皮質

実質内に も神経細胞 に分化 しう る神 経前駆細胞が存在す る こ と を明 らか に した ｡



本研 究の 結果 は ､

一

般 的に治療が必要 な脳 室 より遠く 離れ た実質内 に お い て も

神 経細胞 を新生 しうる 可能性 が残 されて い る こ とを示 唆するも の で あり､ 将来

的に 再生 医療 の適応 の拡大に つ ながる こ とが期待され ､ 学位 の授与 に催す るも

の と考えられ る｡




